
着用者 管理者

転倒を検知

音と振動でお知らせ
画面が切替る

右下ボタンを押して解除

アラート通知メールを受信

管理画面で対象者を確認
※ 確認できない場合は「表示を

更新」をクリックし最新情報を
表示してください。

※ マップ等で対象者の所在を
確認しご対応ください。

転倒通知の解除メール受信
クラウドに表示されていたアラート
表示が消えます。

2-2.リストバンド機能 転倒検知

リストバンド着用者が転倒し検知した場合、管理者へ転倒を検知したアラート通知メールが届きます。
管理者は、クラウドで対象者の位置や発生時間の確認が可能です。
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転倒検知

転倒を検知

着用者または発見者が「転倒通知解除」の右下ボタンを押さ
ないかぎり、約60秒間隔で音とバイブで繰り返し警告します。

転倒は連続２回までカウントします。

• 転倒1回目

転倒検知(2)

転倒検知(1)

解除せず立ち上がり再度転倒

• 転倒2回目

転倒とSOS通知の両方を発信することも可能です。

転倒検知(1)/SOS• 転倒＋SOS通知

※アラート通知メールはそれぞれ発信されます。

対応終了

※着用者または発見者が「転倒通知解除」の右下ボタンを押さないかぎり、約60秒間隔で繰り返し音とバイブで警告します。クラウドからは、解除できません。

【転倒の判断について】
重力加速度とスコア閾値※の値から決定されます。
※スコア閾値：モーション検知を行い転倒動作であるかを見極める閾値

静止の状態で
数秒経過

転倒による急激な衝撃
（ドン！という急な衝撃）

加速度の変化を感知

転倒と判断

※転倒後にSOS通知を発信
することが可能です。その場
合は両方通知されます。

転倒検知の感度設定が可能です。
作業内容により検知回数が多い場合、逆に足元に不安がある場合
など作業状態で設定が可能です。

①左上ボタンを押す
②右下ボタンで「転

倒検知」選択
③右上ボタンで確定

設定画面になるの
で右下ボタンでレベ
ルを選択し右上ボ
タンで確定
左上ボタンで全画
面に戻ります。

＜設定値について＞
０ : 基準値

ー１：若干検知が出やすい状態
＋１：かなり強い衝撃

基準値「０」でのご使用をお勧め
します。「＋１」に設定した場合、
かなり出にくくなります。作業内容
に応じて設定してください。


